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本研究では、放線菌群が有する他の一般的な原核微生物とは異なる特徴的な形態変化メカニズムの全容

の解明を目的として、ストレプトミセス属細菌 Streptomyces griseus IFO13350株と他種放線菌群およびロド
コッカス属細菌 Rhodococcus jostii RHA1 株の菌体表面構造を AFM および SEM を用いて観察した。
Streptomyces griseus IFO13350 株の表面構造観察においては、放線菌胞子に特有な表面構造である
rodlet構造の形成が全く認められず、この構造は AFMによる観察においても同様に認められなかった。
このことは、ストレプトミセス属細菌の胞子では共通の構造体であると考えられていた rodlet 構造が、特
定の種にのみ形成される構造体であることを示唆しており、放線菌胞子に rodlet 構造が必須ではないこ
とを明らかにした新規な知見である。一方、疎水性炭化水素化合物の一種であるヘキサデカンで生育さ

せた Rhodococcus jostii RHA1株の浮遊凝集塊の表面構造観察においては、SEM解析では観察できな
かった構造体が AFM観察において下図に示すように特定され、直径 10 nm程度の構造体が細胞表面
上を覆うように存在していることが確認された。SEM での表面構造解析ではこのような構造体の検出は

不可能であったことから、今回行っ

た AFM 解析によってロドコッカス

属細菌は疎水性物質に適応する

形で細胞表面の構造が劇的に変

化していることを示唆する結果で

あることが強く示唆された。 
以上、本共同研究では放線菌群が有する特有な表面構造の解析に成功し、今後の詳細な構造解析に繋

がる有益な情報を取得した。 
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